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Ⅰ 評価の目的 

 

「新宿歴史博物館」は、新宿区の豊かな歴史・文化資源を「まちの記憶」として多く

の方々と共有し、未来へと継承していくため、新宿区が平成元年 1 月に開設した施設です。 

 

新宿区では、指定管理者制度を導入している施設について、指定管理者から提出された事

業計画書及び区と指定管理者が締結する協定書のとおり事業が実施されたかを検証するた

め、外部の委員の参画による事業評価委員会を設置し、事業評価を実施することとしていま

す。これに基づき、令和 7 年 7 月 30 日、新宿歴史博物館等文化・歴史施設指定管理者事業

評価委員会を開催しました。 

 

新宿歴史博物館の運営については、平成 18 年度に指定管理者制度が導入され、財団法人

新宿区生涯学習財団が指定管理者としてその業務を担いました。平成 21 年度末に財団法人

新宿区生涯学習財団が廃止され、その機能を引き継いだ公益財団法人新宿未来創造財団が新

たに平成 22年 4月 1日に発足し、平成 22年度以降、同財団が新宿歴史博物館の管理運営を

実施しています。今回の評価対象期間は令和 6年度の 1年間となります。 

 

この報告書は、同事業評価委員会による評価結果を踏まえて区の評価をまとめたものです。

評価結果は、今後の管理運営業務の改善及びサービスのより一層の向上のため、公益財団法

人新宿未来創造財団に通知することとします。 
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Ⅱ 施設の概要 

１ 施設の名称  新宿区立新宿歴史博物館 

  

２ 所在地    東京都新宿区四谷三栄町 12番 16号 

  

３ 規模     鉄骨鉄筋コンクリート造 地上 3階 地下 2階建 

敷地面積 2,957.18㎡ 延床面積 3,845.66㎡ 

４ 開設年月   平成元年 1月 29日開館 

 

５ 施設      

施設

内容 

3階 積層書庫 

2階 
講堂、図書閲覧室、会議室、ホワイエ、重要資料収蔵

庫１・２、積層書庫、事務室 

1階 ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ、荷解室、洗浄室、警備員室 

地下 1階 
常設展示室、企画展示室、休憩コーナー、ホワイエ、

特別収蔵庫 

地下 2階 一般収蔵庫、中央監視室、機械室 

  

６ 休館日   

(1) 原則として第 2、第 4月曜日 

（ただし、月曜日が休日の場合は直後の休日でない日） 

 (2) 年末年始 

    

 ７ 開館時間   午前 9時 30分から午後 5時 30分まで 

  

８ 指定管理者  公益財団法人新宿未来創造財団 

  

 ９ 管理運営業務の概要 

(1) 博物館の運営業務 

利用承認、利用料金の収納、職員の配置、人材育成、危機管理等 

(2) 施設の管理業務 

博物館の施設、附帯設備その他の設備の維持管理に関する業務等 

(3) その他博物館に関し、区が必要と認める業務 
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Ⅲ 評価の概要  

「新宿歴史博物館等文化・歴史施設の指定管理者の管理業務に係る事業評価に関する要綱」

に基づき行いました。 

  

１ 事業評価委員会 

（１）名称 新宿歴史博物館等文化・歴史施設指定管理者事業評価委員会 

（２）構成 委員 6名（外部委員 4名、内部委員 2名） 

・宮瀧 交二 （大東文化大学文学部教授（博物館学）） 

・加藤 弘美 （税理士） 

・岩田 理加子（朗読の会「ふみのしおり」主宰） 

・夏山 勇  （榎町地区町会連合会早稲田町町会長） 

・内野 桂子 （区文化観光産業部産業振興課長） 

・徳永 創  （区教育委員会事務局教育調整課長） 

 

２ 評価対象期間 

  令和6年4月1日から令和7年3月31日まで 

 

３ 評価項目 

（１）施設の運営に関すること 

（２）利用・サービスに関すること 

（３）施設・設備の管理に関すること 

（４）管理運営経費に関すること 

（５）事業に関すること 

 

４ 評価対象 

  指定管理者から提出された「令和 6年度事業実績報告書」に基づき作成された資料（評

価委員に事前送付）のほか、「令和 6年度事業計画書」、事業評価委員会開催日当日、指定

管理者からの説明及び質疑応答により評価を行いました。 

 

５ 評価方法 

  各評価委員が上記評価項目と総合評価について、下記の評価基準により評価を行いまし

た。 

    ４ ：優良    

    ３ ：良 

    ２ ：適当 

    １ ：課題あり 
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Ⅳ 評価結果 

１ 評価結果 

 新宿歴史博物館等文化・歴史施設指定管理者事業評価委員会の各委員による評価を踏まえ

て、以下のとおり決定しました。 

個別評価 評価 

１ 施設の運営に関すること ３．２ 

２ 利用・サービスに関すること ３．２ 

３ 施設・設備の管理に関すること ２．８ 

４ 管理運営経費に関すること ３．０ 

５ 事業に関すること ３．５ 

総  合  評  価 ３．３ 

全体評価 ３（良） 

・評価の見方 ４：優良 ３：良 ２：適当 １：課題あり 

・全体評価欄は総合評価欄の数値を下記基準により全体評価として記載 

3.5以上      →４：優良  

2.5以上 3.5未満  →３：良 

1.5以上 2.5未満  →２：適当  

1.0以上 1.5未満  →１：課題あり 

 

＜参考：各委員の評価＞ 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 合計 平均 

個
別
評
価 

１ 施設の運営に関すること 3 4 2 3 4 3 19 3.2 

 ２ 利用・サービスに関すること 3 3 2 4 4 3 19 3.2 

３ 施設・設備の管理に関すること 3 3 2 
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3 3 3 17 2.8 

４ 管理運営経費に関すること 3 4 2 

2 

 

3 4 2 18 3.0 

５ 事業に関すること 4 4 2 

 

 

4 4 3 21 3.5 

総合評価 4 4 2 3 4 3 20 3.3 
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２ 各項目に対する個別評価 

 

（１） 施設の運営に関すること（3.2点） 

   施設の運営に関して「利用率・稼働率」、「職員体制」、「職員教育」、「緊急時の対応」、

「区との連絡調整」、「適正な労働環境の確保」、「その他施設の運営」の観点から評価を

行いました。 

【評価】 

  ・特別展や所蔵資料展の開催にあたり、YouTubeや新たに運用を始めた「X」を活用した

情報発信等の利用者の確保に向けた取組の結果、利用者数の目標達成率は 130.6％と

なった。今後も継続的に利用者を確保するため努力されることを望む。 

・緊急連絡網や危機管理マニュアルは、計画通り整備されている。令和 6年度は池袋防

災館のプログラムに参加して自衛消防訓練を実施するなど、利用者や施設の安全を守

るための取組が適切に行われている。 

・区と月に 1回、定例の月次報告会を実施し、時宜に応じて事務連絡や協議等、適切に

行われている。区所管課職員を講師とした区業務理解のための新任者研修を実施する

など、区との連携体制を強化する取組を実施している。 

・ハラスメント研修の実施や、産業医による「何でも相談室」を開催（月 1回）するな

ど、適正な労働環境を確保するための取組が行われている。 

・協定書及び仕様書に定める施設の運営に関して、必要な措置が講じられている。 

以上、施設の運営に関して、適正に運営されていると評価する。 

 

（２） 利用・サービスに関すること（3.2点） 

   施設の利用・サービスに関して「利用手続」、「サービス水準の確保」、「利用者サービ

スの向上」、「利用者対応・接遇」、「利用者要望の把握・対応」、「個人情報等の適切な対

応」の観点から評価を行いました。 

【評価】 

・条例や規則、運用基準に基づき、利用手続きを適正かつ公正に行っている。 

・協定書及び仕様書に沿った水準で事業計画を立て、計画どおり業務を実施しており、

適切に業務・事業が行われている。 

・常設展示室の写真撮影可能スペースの拡大、常設展示英語版解説の作成、職員が作成

した展示会や所蔵資料に関する動画のウェブ発信など、利用者の利便性を確保するた

めの取組を積極的に行っている。 

・月例ミーティングや接遇マニュアル等を通して利用者対応の品質維持・向上に努め、

利用者アンケートの満足度調査では、「とても満足」「満足」の合計が 99.1％(有効回

答) と、高い評価を得られた。 

・一定期間回答者にポストカードを配布するなどしてアンケート回収の増に努めている。

収集した利用者の意見や要望に対して、対応策を検討し速やかに業務改善するなど、

適切に対応している。利用者アンケートにおける質問項目については、満足度の評価
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対象を「展示内容」「施設環境」「サービス」等の分類に細分化することにより、利用

者の具体的なニーズや期待をより的確かつ詳細に把握できるよう改善を図られたい。 

・個人情報取扱業務に関する業務フローを策定し、個人情報等の適切な管理に努め、各

規則・規定等を遵守し適正に対応している。 

 以上、利用・サービスに関して、適切に行われていると評価する。 

 

（３） 施設・設備の管理に関すること（2.8 点） 

施設・設備の管理に関して「施設・設備管理」、「施設修繕・備品管理」、「省エネル

ギー・省資源」の観点から評価を行いました。 

【評価】 

・施設設備定期点検について計画どおりの実施・適切な管理がされている。また、講堂

入口の段差解消など安全に配慮した修繕を計画的に行っているほか、指定管理者の提

案により自主財源において、地下１階企画展示室の照明 50 台を電子端末で操作可能

な調光機能付き LEDライトに入れ替え、安全性と効率性、展示環境を向上させたこと

は評価できる。 

・省エネルギー・省資源の取組について、ゼロカーボン電力の使用など、区の環境施策

に則り継続的に取り組んでいる。 

 以上、施設・設備の管理は、適正に行われていると評価する。 

 

（４） 管理運営経費に関すること（3.0点） 

管理運営経費に関して「適正な会計」、「目標の達成」、「経費節減、収入・利益率確保

の努力」の観点から評価を行いました。 

【評価】 

・公益法人会計に準拠した会計システムによる適正な事務処理が行われている。本業務

収入は目標比 122.9％、提案事業収入は目標比 111.7％となり、各種展示会や事業・

イベント等の取組の成果が伺える。 

  以上、管理運営経費は、適正に執行していると評価する。 

 

（５） 事業に関すること（3.5 点） 

   新宿歴史博物館の事業運営に関して「事業実施」、「効果的・効率的な視点」の観点か

ら評価を行いました。 

【評価】 

・特別展や所蔵資料展の開催、メンバーズ倶楽部通信の発行等、計画した事業を概ね予

定どおり実施している。令和 6年度特別展「江戸の水道 玉川上水」について、利用

者からのリクエストを反映し企画した点について大いに評価できる。 

・新たに「X」の運用を開始し、展示会や講座情報を発信するなど情報発信の取組を強化

したことは評価できる。 

  以上、事業に関して、適切に実施していると評価する。 
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３ 全体評価 

 

 令和 6 年度の指定管理者の管理業務について、各評価委員の評価を踏まえ、総合評価は

「3.3」となりました。また、各評価委員の意見を踏まえ、全体評価は、評価基準（2.5 以上

3.5未満→良）に照らし、「3：良」と評価しました。 

 

［総合所見］ 

事業計画に基づいた事業の実施や、サービス向上に努め、目標を上回る利用者数や利用料

金収入を達成し、良好に運営されていた。また、施設修繕や特別展の企画にあたって、利用

者からのリクエストを反映させており、利用者目線に立った運営がされている。今後の事業

展開にあたっては、新宿区の恵まれた立地条件を活かし、区立学校や大学等との連携といっ

た「横の繋がり」をより意識されるよう望む。 

今後も区民の文化の向上及び郷土の文化の発展に貢献し、さらに区民への存在感を増して

いけるよう努力を続けられることを期待する。 
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◎評価資料（指定管理者提出資料） 

事業評価を行うために使用した資料は次のとおりです。 

１ 利用率・稼働率・・・・・・・・・・・・・資料１ 

２ 利用・サービスに関すること・・・・・・・資料２ 

 ３ 省エネルギー・省資源・・・・・・・・・・資料３ 

 ４ 管理運営経費に関すること・・・・・・・・資料４ 

 ５ 事業に関すること・・・・・・・・・・・・資料５ 

 

なお、評価にあたっては、上記資料の他に、「職員体制」、「職員教育（研修一覧）」、「緊

急時の対応（緊急連絡体制）」、「適正な労働環境の確保」、「個人情報等の適切な対応」、「施

設設備定期点検等実施状況」、「施設修繕実績報告」等、指定管理者から提出のあった資料

に基づき、各項目の評価を行いました。 
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1．利用率・稼働率 

 

利用者数実績は、目標（63,000 人）を上回る 82,277 人（目標比 130.6%）となった。 

常設展入館者は前年度を上回った。特別展では通水 370 年を記念して「江戸の水道 玉川上

水」を開催し、江戸時代の水道利用等について紹介、関連講座等を実施した。フリースペースでのパ

ネル展示を行うなど、施設の有効活用を行ったほか、関連団体と連携した事業実施等により、来館

者数は大幅な増となった。 

 

① 施設別利用者数及び評価指標の実績報告 

施設名 
利用者数 

計画(人) 実績(人) 達成率 前年度(人) 前年度比 

常設展示室 18,000 22,065 122.6% 19,972 110.5% 

企画展示室 13,000 18,383 141.4% 11,699 157.1% 

閲覧室 1,300 1,281 98.5% 1,336 95.9% 

講堂 10,500 12,240 116.6% 11,830 103.5% 

ギャラリースペース* 16,900 22,403 132.6% 15,917 140.7% 

その他** 3,300 5,905 178.9% 7,021 84.1% 

合計 63,000 82,277 130.6% 67,775 121.4% 

* ：れきはくギャラリー、ホワイエ、サンクンガーデン 等 

**：スタンプラリー、施設開放イベント、夏休み子どもイベント、お茶会参加者、団体との連携事業参加者等 

 

② 利用者数 

 今年度実績 前年度実績 前年度比 

利用者数 82,277 67,775 121.4% 

開館日数 332 329 100.9% 

1 日平均利用者数 247.8 206.0 120.3% 

展示会回数* 4 回 5 回 -1 回 

* ：過年度/次年度跨ぎ開催分含む 

（内訳） 

 今年度実績 前年度実績 前年度比 

有料 

常設展 14,558 人 12,804 人 113.7% 

特別展 3,306 人 1,607 人 205.7% 

有料計 17,864 人 14,411 人 124.0% 

無料 

常設展（免除） 4,565 人 4,589 人 99.5% 

特別展（免除） 995 人 1,140 人 87.3% 

メンバーズ倶楽部 
(博物館友の会) 

600 人 608 人 98.7% 

招待者 887 人 731 人 87.3% 

資料１ 
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視察・取材 710 人 666 人 121.3% 

ぐるっとパス 2,091 人 1,792 人 116.7% 

所蔵資料展 12,736 人 7,734 人 164.7% 

ギャラリートーク 
（学芸員による展示解説） 

371 人 180 人 206.1% 

閲覧室 1,281 人 1,336 人 95.9% 

講堂 12,240 人 11,830 人 103.5% 

サンクンガーデン 2,149 人 2,234 人 96.2% 

れきはくギャラリー 6,338 人 4,390 人 144.4% 

ホワイエ・イベント 13,916 人 9,293 人 149.7% 

その他 5,534 人 6,841 人 80.9% 

無料計 64,413 人 53,364 人 120.7% 

 

＜特別展＞ 

「江戸の水道 玉川上水」 

令和 6 年 9 月 24 日（日）～令和 6 年 11 月 26 日（日） 観覧者数 5,647 人 

＜所蔵資料展（3 展示会）＞ 

「歳時記 暮らしの中の祈り」  

令和 6 年 3 月 23 日(土)～令和 6 年 6 月 16 日(日) 観覧者数 3,869 人（令和 6 年度分） 

「いろいろなモノ これは何でしょう」  

令和 6 年 7 月 6 日(土)～令和 6 年 9 月 8 日(日) 観覧者数 3,538 人 

「写真と絵画でみる昭和 30 年代の東京風景」  

令和７年 1 月 11 日(土)～令和７年 4 月 13 日(日) 観覧者数 5,329 人（令和 6 年度分） 

  

 

＜「新宿区×ブルーピリオド」 デジタルスタンプラリー＞ 

 令和 7 年 2 月 4 日(火)～令和７年 3 月 16 日(日)   

参加者数 450 人  
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２．利用・サービスに関すること 

 

(1) 利用手続 

新宿区立新宿歴史博物館条例第 25 条の範囲内で、展示資料の観覧に係る利用料金及び講

堂等の利用に係る利用料金を設定した。また、展示会では、常設展と企画展のセット券の販売、ま

た講堂については利用時間の区分を分け、利用者が利用しやすくした。 

① 利用料金（展示資料の観覧に係る利用料金） 

区分 
1 人 1 回当たり 

一般 小学生・中学生 

常設展 
個 人 300 円 100 円 

団体（20 人以上） 150 円 50 円 

特別展 
*1 

個 人 300 円 無料 

団体（20 人以上） 150 円 無料 

セット券 
*1 

一般 500 円 － 

割引 

*2 300 円 － 

*1：令和 6 年度特別展の場合。セット券は常設展・特別展のセット。金額は開催ごとに設定。 

*2：図書館・書店等で配布する栞による割引。 

② 利用料金（講堂等の利用に係る料金） 

区分 午前 9:30-12:30 午後 13:00-17:00 全日 9:30-17:00 

平日料金（月～金） 2,000 円 4,000 円 6,000 円 

休日料金（土・日・祝） 3,000 円 6,000 円 9,000 円 

※ マイク、音響設備、椅子は無料。 

※ 附帯設備（映写設備等）・・・ 1 区分 1,000 円、全日 2,000 円 

 

(2) サービス水準の確保 

基本協定書及び仕様書の内容に沿った水準で、適正に業務・事業を行った。 

新型コロナ感染症対策については、換気の推奨やサイン掲示、講堂を異なる利用団体が午前・

午後で使用する際の消毒作業を、令和 6 年５月まで継続して行った。 

 

(3) 利用者サービスの向上 

利用者が常に安全で快適な状態で新宿歴史博物館の施設や設備を利用できるように、計画

的に維持管理や保守点検を行い、施設を保持した。 

また、利用者サービスの向上に向けて、指定管理事業（提案事業）や、その他以下の業務を

実施した。 

資料２ 
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① ギャラリートーク（学芸員による展示解説） 

② 「メンバーズ倶楽部」（財団が管理する博物館・記念館の観覧料が無料になる友の会）の

運営 

会員数 716 人（令和 6 年度末）、メンバーズ倶楽部通信：年 6 回発行 

メンバーズ倶楽部限定事業の実施 

「早春の小金井歴史さんぽ」  令和 7 年 3 月 13 日(木)  参加者数 29 人 

③ 共生社会に向けた対応 

外国人来館者に向けた、英語版の常設展示解説の作成 

④ 常設展示室特設コーナー、れきはくギャラリーの展示替え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和6年度は、子ども向け絵日記コンテスト、企画展や所蔵資料展に関連した展示、津田梅子新五

千円札２号券の展示、新宿区主催デジタルスタンプラリーへの協力等を行った。 

常設展示室特設コーナー れきはくギャラリー（1F） ホワイエ（B1F） 

4 月 

5 月 

6 月 

7 月 

8 月 

9 月 

10 月 

11 月 

12 月 

1 月 

2 月 

3 月 

平和展 

（ 7/13 ～ 7/29 ） 

絵日記コンテスト 

作品展示 

（ 8/31 ～ 9/14 ） 

ラジオ放送 100 年 

（ 4/1 ～ 6/30 ） 

竹久夢二生誕 140 年 

（ 7/1 ～ 9/30 ） 

淀橋浄水場 

（ 10/1 ～ 12/25 ） 

所蔵民具紹介 

（ 1/4 ～ 3/31 ） 

玉川上水 

（ 10/4 ～ 12/1 ） 

岩田ガラス 

（ 7/1 ～ 3/31 ） 

新宿区 × ブルーピリオド 

デジタルスタンプラリー 

（ 2/4 ～ 3/16 ） 

野田宇太郎写真展 

（ 12/2 ～ 4/13 ） 

津田梅子新五千円札 

の 2 号券の展示（ 8/5 

～ 9/1 ） 
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フリースペースの有効活用中庭活用事業（お茶会） 令和 6 年 11 月 24 日（日）、令和

7 年 3 月 23 日（日）協力 藤の会（江戸千家流） 延べ参加者数 128 人 

 

⑤ 施設開放イベントの実施 

レガスまつり（はくぶつかんまつり） 令和 6 年 4 月 13 日（土） 財団指定管理施設で

実施 

延べ参加者数 1,372 人 

【プログラム】常設展示無料開放／所蔵資料展／ギャラリートーク／れきはくミステリー「新宿の

なぞときチャレンジ」／花苗無料配布／勾玉をつくろう！／オリジナルミニトートバッ

グづくり／れきはく講談／パネル「れきはく写真館」／刊行物２割引き 

⑥ 常設展示室内撮影可能スペースの拡大 

利用者からの要望が多かった展示室の写真撮影に関して、パネルの新規作成や、所蔵元へ

の確認・承認により、撮影ができる展示スペースを増やし、利用者の満足度向上に努めた。 

⑦ 電子決済サービス導入準備 

キャッシュレス支払に関する利用者の要望に対応するため、令和８年度の稼働に向けて、導

入機種の選定などを行った。 

⑧ 自動販売機の設置 

指定管理自主事業として実施した。 

⑨ SNS を活用した館情報の提供 

「X」の運用を開始し、館の情報をタイムリーに提供した。 

⑩ ぱる新宿加入者への観覧料の割引 

⑪ ぐるっとパスへの加入による観覧料の割引 

 

(4) 利用者対応・接遇 

利用者への良好な接客対応を行うために、月例ミーティングや接遇マニュアル等を通して利用者

対応の質維持・向上に努めた。 

また、接遇研修（財団全体研修）に博物館パート職員が参加し、利用者への良好な接客対

応に必要な職員モラルについての研修と接遇マニュアルの再確認をした。 

利用者アンケート（P17・18 参照）では展示に対する好印象の回答が多数みられたほか、利用

者満足度は「とても満足」「満足」が 99.1%（有効回答）の高評価だった。 

 

(5) 利用者要望の把握・対応 

① 利用者アンケートの実施（通年） 

② 窓口等で寄せられる利用者のニーズ等の収集（通年） 

③ アンケート強化の実施（令和 7 年 1 月 28 日(火)～令和 7 年 3 月 31 日(月)） 

常設展観覧者と講堂利用者に対して、アンケートを回答した方へポストカードをプレゼントする

「アンケート強化キャンペーン」を実施し、159 件の回答を得た。 
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収集したニーズやアンケート集計結果等（P15～18 参照）は、課内で情報を共有するとと

もに、対応策を検討して速やかに業務改善する等、更なるサービスの向上を図った。 
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展示アンケート集計結果 回答数 1,026 件

ア　年齢分布

人数 総計 割合

①小・中学生 196 19.1%

②高校生 19 1.9%

③大学・大学院生 48 4.7%

④20～30歳代 168 16.4%

⑤40～50歳代 264 25.7%

⑥60歳以上 318 31.0%

⑦不明 13 1.3%

イ　住所

人数 総計 割合

新宿区内 261 25.4%

新宿区外 751 73.2%

不明 14 1.4%

ウ　当館を知った媒体

人数 総計 割合

①Oh!レガス 118 10.4%

②広報しんじゅく 5 0.4%

③新聞 0 0.0%

④チラシ・ポスター 216 19.0%

⑤雑誌 1 0.1%

⑥財団ウェブサイト 281 24.8%

⑦財団メールマガジン 18 1.6%

⑧財団Facebook 6 0.5%

⑨家族・友人 17 1.5%

⑩その他 473 41.7%

※重複回答あり

1,026

1,026

1,135

0

50

100

150

200

250

300

350

区内

25.4％

区外
73.2%

不明 1.4%

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500
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エ　満足度

人数 総計 割合

①とても満足 592 58.6%

②満足 400 39.6%

③不満 15 1.5%

④とても不満 3 0.3%

➄不明 16 －

講堂利用アンケート集計結果 回答数 29 件

ア　当館を知った媒体 イ　利用団体所在地について

総計 割合 総計 割合

Oh！レガス 0 0% 区内 9 35%
パンフレット 2 7% 区外 13 41%
HP・その他 7 24% 無回答 7 24%

紹介 9 31%

その他・無回答 12 41%

ウ　当施設に対しての満足度をお教えください

満足 22 76% 20 77% 21 75%

ほぼ満足 7 24% 6 23% 7 25%

やや不満 0 0% 0 0% 0 0%

不満 0 0% 0 0% 0 0%

無回答 0 － 3 － 1 －

共用部分（トイレ・廊
下等）

椅子・机
放送設備（マイク・
プロジェクター等）

1,026

①とても満足 58.6%
②満足
39.6%

③不満
1.5%

④とても不満
0.3%

パンフレット
7%

HP・その他
24%

紹介
31%

その他・無回答
41%

区内
35%

区外
41%

無回答
24%
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感想（抜粋）

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

内　容

ミニチュアや家屋の再現、音楽が流れる等の工夫がされていて、観覧していてとても楽しかったです。資料も興味深いものが多く、解

説等も分かり易いなと思いました。【常設展示】

知らなかった新宿が知れて、面白かった。土器が興味深かった。説明の用紙がもらえるのが嬉しい。【常設展示】

とても良い展示で、見応えがありました。地域・地元近くで、様々な行事が行われていることを知ることが出来ました。動画を視る機

会が随所にあり、工夫されていて良かったです。多くの人が観れていたら良いですね。【所蔵資料展・歳時記】

年代別に知っている、知らなかったのシール貼りが面白かった。参加型が楽しくて良いです。【所蔵資料展「いろいろなモノ・これは何で

しょう？」】

新宿発展の歴史。写真により、子どもの頃の昭和の懐かしい風景を思い出した。新宿生まれではないが、同じ昭和の風景だと思っ

た。【所蔵資料展「写真と絵画でみる昭和30年代の東京風景」】

The "game-type(What is this?)" of question on the exhibit was fun.

（展示の「ゲーム形式（これは何ですか？）」の質問が楽しかったです。）

There was a little bit of English in same parts, thank you.

（同じパートに少し英語がありました。ありがとうございます。）

I wish there could be more translation in the future.

（将来的にはもっと翻訳が増えると良いですね。）

It helper me appreciate Shinjuku-city even more! Arigato!

（新宿の街の魅力がさらに分かりました！ありがとう！）【所蔵資料展「いろいろなモノ・これは何でしょう？」】

展示品を触れるところがあったので、私と母で触りに行きました！黒電話が懐かしいと母が言ってました。このような企画をもっと増やし

てほしいです。【所蔵資料展「いろいろなモノ・これは何でしょう？」】

文書、絵図、樋など、資料数の多さが圧巻でした。しかも、文書、絵図にそれぞれ書き下し文と口語訳・解説があり、大変分かり易

かったです。キャプションやパネルに小タイトルのようなものがあるのも、注目ポイントが何なのか分かり易くて助かりました。【特別展「江

戸の水道　玉川上水」】

以前、玉川上水について小学生にも分かる資料があったら良いなと思ったことがあり、今回ルビのついたパンフレットがあったので、嬉し

くなりました。【特別展「江戸の水道　玉川上水」】

写真と絵の両方があって、とても素晴らしいと思いました。写真には写真の、絵には絵の、それぞれの良さがあるので。【所蔵資料展

「写真と絵画でみる昭和30年代の東京風景」】
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内　容 対　応

・ 映像コーナー（近代ブース７分の映像）のところに、椅子が無いのは少

し気になった。簡易的なパイプ椅子でもあると、より映像を見やすくなる

のでは？

展示室やフリースペースの椅子の増設について、観覧者の動

線の妨げにならないよう配慮しながら、検討を行う。

・ 説明スタッフの男性の声が大きすぎて集中できない。来館者も対応せ

ざるを得ず、結果的に大騒ぎになる。

来館者が気持ちよく観覧できるよう、展示室内部の状況に

も気を配り必要に応じてお声がけするなど、スタッフの接遇

力向上に努める。

・ 英語表記を増やして下さい。 解説シートの英訳を作成し、地下１階受付に設置した。今

後、ポケット学芸員等を活用し、英語対応を進める。

・ 写真撮影を許可してほしい。 常設展示室内の撮影可能なエリアを増やし、撮影可能の

表示も一新した。

意見・要望（抜粋）
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３．省エネルギー・省資源 

 

(1) バックヤード照明の間引き、不要照明の消灯、適正な空調温度の管理等の省エネルギー活動を

行った。 

(2) 企画展示室内照明の更新にあたり、調光機能付き LED ライトを設置した（自主財源）。 

(3) 積極的な裏紙使用や、データによる資料の共有、出力前のデータチェックの徹底等により用紙の

使用を抑制し、省資源活動を行った。 

(4) 省エネルギー・省資源活動の目標については、区の環境マネジメント方針に則り、適正に進捗管

理を行った。 

(5) 新宿区の環境施策を踏まえ、施設内の電気について、ゼロカーボン電力（調整後排出係数

0.000kg-CO2/kWh）を使用した。 

 

項目 今年度 前年度 前年比 説明 

電気（kWh） 475,166 510,855 93.0%  

ガス（㎥） 28,233 25,024 112.8% 

令和５年度は燻蒸期間が３月（通常年

末）となり、冷温水機稼働がなかった事等に

よる増 

水道（㎥） 1,653 1,735 95.3%  

廃棄物（㎏） 4,410 4,220 104.5%  

その他       近隣への移動は自転車を利用している 

  

資料３ 
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４．管理運営経費に関すること 

 

(1) 適正な会計 

公益法人会計に準拠した会計システムによる事務処理や税理士、監査法人による外部チェック

を実施した。 

 

(2) 目標の達成 

 目標 実績 達成率 

① 本業務収入 

［観覧料等］ 
4,848,000 円 5,960,030 円 122.9% 

② 本業務（提案事業）収入 

［メンバーズ倶楽部会費等］ 
855,000 円 955,000 円 111.7% 

③ 指定管理自主事業収入 

［自動販売機手数料］ 
260,000 円 228,294 円 87.8% 

詳細は、収入実績（P23）のとおり。 

 

(3) 経費節減、収入・利益率確保の努力 

 ① 財団スケールメリットの最大活用 

  指定管理者として当財団が施設管理を行っている各施設で共通する保守等の業務を一元化して

委託し、スケールメリットによる費用節減を図った。 

 また、広報紙や施設ガイド、ホームページ等の広報活動については、財団全体で包括的・効率的に

行った。 

 

 

 

 ② 財団が管理する歴史文化施設との協働運営 

  新宿歴史博物館、林芙美子記念館、佐伯祐三アトリエ記念館、中村彝アトリエ記念館の４施

設を一括して管理運営することにより、人件費や清掃業務経費を抑制した。また、漱石山房記念館

との連携により事務の効率化を図った。 

 

 

 ③ 省エネルギーの推進  

  ３．(3)のとおり、省エネルギー活動を継続して実施し、経費の節減を図った。 

 ④ プロセス最適化による経費削減  

 
長年のノウハウを活かした計画的な管理・修繕業務による施設寿命の長寿化、複数見積の取得

や入札などにより、経費削減に取り組んだ。 

 ➄ PR 活動の推進  

  広報紙（月 2回、2024 年 4/5 号～2025年 3/20 号（24回）各 80,000 部発行）、駅広告

（都営新宿線曙橋駅、東京メトロ丸ノ内線四谷三丁目駅、JR 四ツ谷駅）、施設ガイド（年 1 回 

資料４ 
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 発行）、メンバーズ倶楽部会報（年 6 回）等により施設を PR した。 

また、財団ウェブサイト上での多言語対応として、多言語翻訳サービス(翻訳言語数 121 言語(※

PDF データは 4 言語(英・中（簡・繁）・韓)))を活用し、周知の強化に努めた。 

ウェブサイト上での企画展示紹介動画等の配信や新たな SNS ツールの導入、新宿コズミックスポー

ツセンター屋外設置のデジタルサイネージ活用により、積極的な周知活動を行った。 

 

 ➅ 地域人材との協働 

  博物館ボランティア制度により、地域の有用な人材を最大限に活かした協働・参画型の博物館運

営を推進した。  

 ⑦ 展示会セット券の販売による収入の確保 

  特別展や協働企画展等の企画展示開催時は、常設展とのセット券も販売し、利用者がより利用

しやすい料金を設定した。  

 ⑧ 本業務（提案事業）での収入確保  

  中庭活用事業（お茶会）、メンバーズ倶楽部の会費等により収入を確保した。 

 ⑨ 指定管理自主事業での収入の確保  

  自動販売機の運営による利益を施設管理費に充当し、指定管理料を抑制した。 

 ⑩ 施設を活用した事業展開 

 施設を活用した事業を実施することで施設の魅力を内外に広く発信し、施設の利用拡大を図った

（詳細は事業実績（P28）のとおり）。 

   

 ⑪ 利益の一部還元 

財団自主事業であるミュージアムショップについて、収支実績が確定した後、収支差額の一部（収

支差額の 20％(257,272 円)を区に還元した。 

⑫ その他 

企画展示室ライト 50台の更新にあたり、電子端末で操作可能な調光機能付き LEDライトを設置

した。 
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収支実績

(単位：千円)

※支出実績は千円未満四捨五入のため、内訳の総計が合計に合わない場合がある。

107,967107,967

指定管理自主事業 260 228

収入合計

実　績

支出合計 105,569

人件費

※パート人件費含まない

83 49

11,488

指定管理自主事業

実　績

指定管理本業務

※パート人件費含む
100,758 92,808

指定管理本業務

（提案事業）
1,225

項　　目

113,930 115,110 113,930

11,462

指定管理本業務

計　画計　画

4,848

855 955

5,960

収　入 支　出

指定管理本業務

（提案事業）

指定管理協定による

収入

項　　目

1,627
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(1) 収入実績

単位：円

計画 実績 計画との差異 (参考)前年度実績 備考

4,848,000 5,960,030 1,112,030 5,178,515

観覧料収入 3,855,500 4,801,200 945,700 3,969,900

講堂利用収入 716,400 782,000 65,600 852,000

ぐるっとパス販売等収入 250,000 348,770 98,770 328,555

閲覧室コピー機管理手数料 26,100 28,060 1,960 28,060

855,000 955,000 100,000 986,500

メンバーズ倶楽部会費収入 783,000 876,500 93,500 816,500

中庭活用事業参加料収入 45,000 64,000 19,000 62,000

メンバーズ倶楽部ツアー 27,000 14,500 △ 12,500 108,000

③指定管理協定による収入 107,967,000 107,967,000 0 98,907,000

区指定管理収入 107,967,000 107,967,000 0 98,907,000

113,670,000 114,882,030 1,212,030 105,072,015

⑤指定管理自主事業収入 260,000 228,294 △ 31,706 238,057

自動販売機販売手数料 260,000 228,294 △ 31,706 238,057

収入合計（④＋⑤） 113,930,000 115,110,324 1,180,324 105,310,072

項目

④本業務計（①＋②＋③）

①指定管理本業務収入

②指定管理本業務(提案事業)収入
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(2) 支出実績

総括表 単位：円

計画 実績 計画との差異 (参考)前年度実績 備考

①指定管理本業務 100,758,000 92,807,606 △ 7,950,394 83,902,079 パート人件費含む

②指定管理本業務(提案事業) 1,627,000 1,224,889 △ 402,111 1,014,719

102,385,000 94,032,495 △ 8,352,505 84,916,798

④指定管理自主事業 83,000 48,658 △ 34,342 34,958

支出合計（③＋④） 102,468,000 94,081,153 △ 8,386,847 84,951,756

人件費 11,462,000 11,487,691 25,691 10,135,764 パート人件費含まない

繰入金支出 0 0 0 0

支出総合計 113,930,000 105,568,844 △ 8,361,156 95,087,520

項目

③本業務計（①＋②）
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①指定管理本業務

（ⅰ）パート人件費 単位：円

計画 実績 計画との差異 (参考)前年度実績 備考

12,950,000 12,914,905 △ 35,095 12,110,611

パート人件費 12,950,000 12,914,905 △ 35,095 12,110,611

合計 12,950,000 12,914,905 △ 35,095 12,110,611

（ⅱ）一般管理費項目詳細 単位：円

計画 実績 計画との差異 (参考)前年度実績 備考

2,796,000 2,737,298 △ 58,702 1,211,922

消耗品費 2,796,000 2,737,298 △ 58,702 1,211,922

2,526,000 2,153,555 △ 372,445 2,263,741

租税公課 2,526,000 2,153,555 △ 372,445 2,263,741

706,000 673,219 △ 32,781 633,064

通信運搬費 653,000 620,219 △ 32,781 580,064

旅費交通費 53,000 53,000 0 53,000

合計 6,028,000 5,564,072 △ 463,928 4,108,727

（ⅲ）施設・設備維持管理費項目詳細

計画 実績 計画との差異 (参考)前年度実績 備考

50,369,000 51,747,857 1,378,857 47,430,975

委託費 50,369,000 51,747,857 1,378,857 47,430,975
空調機維持管理委託にかかる

費用を光熱水費から流用

4,460,000 4,404,278 △ 55,722 3,827,315

修繕費 4,460,000 4,404,278 △ 55,722 3,827,315

26,002,000 17,048,054 △ 8,953,946 15,585,936

光熱水費 24,669,000 15,997,622 △ 8,671,378 15,076,730
残額内訳

電気  6,847,580

ガス　437,027　水道　6,771

使用料及び賃借料 73,000 72,105 △ 895 323,775

リース債務 1,260,000 978,327 △ 281,673 185,431

合計 80,831,000 73,200,189 △ 7,630,811 66,844,226

（ⅳ）運営費項目詳細

計画 実績 計画との差異 (参考)前年度実績 備考

427,000 419,716 △ 7,284 339,900

印刷製本費 427,000 419,716 △ 7,284 339,900

522,000 708,724 186,724 498,615

諸謝金 172,000 172,000 0 172,000

保険料 47,000 46,277 △ 723 32,583

支払負担金 200,000 200,000 0 200,000

支払手数料 93,000 78,794 △ 14,206 85,423

支払利息 10,000 211,653 201,653 8,609
リース債務及び支払利息か

ら支出

合計 949,000 1,128,440 179,440 838,515

項目

パート人件費支出

その他施設・設備維持管理費支出

印刷製本費支出

その他運営費支出

項目

委託費支出

項目

項目

その他一般管理費支出

租税公課費の支出

一般事務用品等の購入

修繕費支出
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②指定管理本業務（提案事業） 単位：円

計画 実績 計画との差異 (参考)前年度実績 備考

631,000 537,525 △ 93,475 394,054

消耗品費 631,000 537,525 △ 93,475 394,054

0 0 0 0

租税公課 0 0 0 0

640,000 459,000 △ 181,000 433,802

通信運搬費 640,000 459,000 △ 181,000 432,262

旅費交通費 0 0 0 1,540

0 0 0 186,200

委託費 0 0 0 186,200

0 0 0 0

修繕費 0 0 0 0

53,000 6,240 △ 46,760 0

使用料及び賃借料 53,000 6,240 △ 46,760 0

270,000 219,450 △ 50,550 0

印刷製本費 270,000 219,450 △ 50,550 0

33,000 2,674 △ 30,326 663

諸謝金 29,000 0 △ 29,000 0

保険料 4,000 2,674 △ 1,326 663

合計 1,627,000 1,224,889 △ 402,111 1,014,719

③指定管理本業務計①＋② 102,385,000 94,032,495 △ 8,352,505 84,916,798

④指定管理自主事業費項目詳細

計画 実績 計画との差異 (参考)前年度実績 備考

83,000 48,658 △ 34,342 34,291

光熱水費 83,000 48,658 △ 34,342 34,291

合計 83,000 48,658 △ 34,342 34,291

自主事業（利益配分を実績確定後に区に配分する分）※ ミュージアムショップは財団自主事業として運営

収入 支出 収支差額 区還元額

3,678,445 2,392,085 1,286,360 257,272

項目

ミュージアムショップ実績

※新宿歴史博物館分、漱石山房記念館分の収支を合算しプラスになったため、新宿歴史博物館分の収支差額の2割（257,272円）を

区に還元した。

項目

租税公課費の支出

その他一般管理費支出

委託費支出

修繕費支出

印刷製本費支出

その他運営費支出

項目

一般事務用品等の購入

自動販売機等運営費

その他施設・設備維持管理費支出
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５．事業に関すること 

 

（1）事業実施 

 ① 本業務及び本業務（提案事業） 

事業名 評価指標 計画 実績 

メンバーズ倶楽部 

（博物館友の会） 
登録者数 720 人 716 人 

常設展特設コーナー展示替え 実施回数 4 回 4 回 

ガーデニングクラブ 

（ガーデニングボランティア） 
活動実績 植替え、水やり 植替え等 8 回 

中庭活用事業（お茶会） 実施回数、参加者数 2 回、50 人/回 2 回、計 128 人 

施設開放イベント 
（レガスまつり「はくぶつかんまつり」） 

来場者数 1,000 人 延べ 1,372 人 

ギャラリースペース等の活用 ギャラリー利用者数 16,900 人 22,403 人 

② 指定管理自主事業 

事業名 評価指標 計画 実績 

自動販売機の運営 ― 177,000 円 179,636 円 

 

（2）効果的・効率的な視点 

新宿歴史博物館の設置目的について、新宿区立新宿歴史博物館条例第 1 条では、「区民

の教養の向上及び文化の発展に寄与するため、新宿区立新宿歴史博物館を設置する」と規

定している。 

この設置目的を達成するため、指定管理事業である新宿歴史博物館の管理運営、財団の

自主財源で実施する自主事業、新宿区より請け負っている補助事業等を幅広く展開、連携し、

一体的に実施することで、利用者の増加と効果的な運営を実現した（詳細は事業実績

（P28）のとおり）。 

ICT を活用した取組として YouTube を活用した動画配信を行っている。（展示会解説４本、

昔の道具紹介２本）。所蔵資料を活用した「昔の道具を見てみよう」は、区内学校での活用を

促す情報発信にも努めており、学校教育に役立てられている。 

また、区の友好連携都市であるギリシャのレフカダ市の訪問に際しては、歴史博物館の見学を

受け入れ新宿の魅力・歴史を紹介するとともに、講堂にて歴博ボランティアの参加による意見交

換会を実施するなど区の施策にも協力している。 

さらに、民間企業や区の研修先として新任者研修を受け入れ、常設展示室を活用して新宿

の歴史について解説するなど、学習機会のサポートにも多く対応している。 

資料５ 
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事業実績（指定管理事業以外）

定款事業区分 事業名 実績

郷土資料の調査収集・活用

（１）調査収集・管理

①寄贈受入 12件 403点

②資料点検 3回、重要収蔵庫燻蒸（隔年実施）

③資料修復16点（資料修復4点、図書修理6点・合本 6点）

④レプリカ作成 11点

（２）資料の活用

①写真データベース入力1,720点

②写真データベースHP掲載写真追加 50点

③資料データベース入力7,175点

④所蔵図書資料 システム入力 1,286点

⑤写真資料貸出 185件 1,100点

⑥資料閲覧14件 191点

⑦資料貸出  4件 6点

展示会の開催

（１）特別展

特別展 「江戸の水道　玉川上水」

観覧者数5,647人　ギャラリートーク143人

（２）協働企画展・所蔵資料展

①所蔵資料展「歳時記 暮らしの中の祈り」

観覧者数 3,869人（令和6年度分）　ギャラリートーク74人

②所蔵資料展「いろいろなモノ　これは何でしょう」

観覧者数3,538人 　ギャラリートーク59人

③所蔵資料展「写真と絵画でみる昭和30年代の東京風景」

観覧者数5,329人 (令和6年度分)   ギャラリートーク95人

文化財等の保存・公開

（１）国史跡「林氏墓地」の公開

①現地公開　（3回）　参加者　111人

②林氏墓地樹木の剪定（1回）、除草（2回）

③林氏墓地史跡内墓石現状調査（1回）

（２）高田馬場流鏑馬の公開　参加者3,500人

（３）ミニ博物館の支援

①パンフレットの印刷・増刷

　染の里おちあい 20,000部・太宗寺 10,000部

②解説板の修繕　須賀神社

　 修繕・LEDライト更新

（４）伝統芸能・民俗芸能の継承

①民俗芸能の集い　実施なし（隔年実施）

②講談（2回）　参加者数154人

③投扇興　実施なし（隔年実施）

地域の歴史の記録

保存及び普及啓発
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講座・講演会の開催

（１）古文書講座　初級（全5回）延べ参加者数253人

　　　　　　　　　中級（全5回）延べ参加者数203人

（２）歴史講座（全3回）延べ参加者数173人

（３）史跡関連講座（全3回）延べ参加者数 223人

（４）学芸員と学ぶ歴史講座（2回）参加者数130人

（５）所蔵資料展関連講座（2回）参加者数55人

（６）近代史講演会　参加者数71人

（７）中高生歴史講座　参加者数61人

（８）絵手紙講座（2回）参加者数 26人

（９）中村彝（生誕記念講演会）（2回）参加者数75人

（10）協働講座・講演会（6回）参加者数409人

（11）夏休みこどもイベント（9回） 延べ参加者数 259人

歴史文化探訪

　歴史文化探訪（6回）

　　新宿大百歌をあるく　参加者数63人

　　杉並区の神田川と玉川上水跡を歩く　参加者数37人

　　新宿の玉川上水跡を歩く　参加者数54人

　　下町情緒を残す人形町界隈を歩く　参加者数44人

　　漱石の参禅　参加者数24人

　　漱石忌　夏目漱石の墓参り　参加者数11人

学校等への教育活動支援

（１）学校への学習支援案内

①「新宿区立新宿歴史博物館 活用の手引き」（小・中学校共通）を区内

小中学校に配布

②「新宿区立新宿歴史博物館 活用の手引き（行ってみよう！新宿歴史博

物館）」を区立幼稚園・保育園に配布

➂「行ってみよう！新宿歴史博物館」（校外学習チラシ）を都内公立中学

校に配布

（２）社会科見学　 延べ35校

（３）学校での授業支援　延べ8校

（４）職場体験　4校

（５）大学との連携・支援　10校

①授業での解説・指導　4校

②博物館実習　5校、10日

③インターンシップ受入　1件

（６）調べ学習等　3校

（７）小学生向けパンフレットの配布（小学3年生）

（８）夏休みこども向けチラシの制作・配布

（９）体験用資料の追加（火おこし器）

（10）むかしの道具の紹介動画作成・配信　2件

地域の歴史の記録

保存及び普及啓発
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博物館ボランティアの活動支援

（１）ボランティア登録者数　139人（延べ283人）

（２）ボランティア活動実績　延べ活動回数2,044回

①史跡ガイド部会　　　　　　延べ163回

②展示ガイド部会　　　　　　延べ509回

③林芙美子記念館ガイド部会　延べ521回

④落合アトリエ記念館ガイド部会

延べ300回(佐伯141回、中村158回、レフカダ交流会1回)

⑤事業サポート部会　　　　　　　　　 延べ活動回数223回

⑥漱石山房記念館ガイド部会　　　　　延べ活動回数328回

（３）その他運営実績

①ボランティア全体会（2回）　出席者数119人

②レベルアップ講座（2回）　　参加者数119人

③ボランティア交流会　実施なし

④研修バスツアー　　　26人

⑤ボランティア養成講座 　参加人数18人（隔年実施）

（４）自主活動グループへの支援

林芙美子記念館ガイドを中心とした勉強会及び朗読グループ、展示ガイドを

中心とした勉強会等へのサポートや活動・発表機会を提供

ミュージアムショップ

（１）ミュージアムショップ合計　売上数6,617点、売上金額4,048,940円

　　（実質収入　3,678,445円）

①新宿ミニ博物館及び新宿関連書籍等委託販売

502点　450,690円　うち収入112,595円（販売手数料）

②オリジナルグッズ　3,246点　995,530円

③刊行物　           2,842点  2,570,320円

④新宿区委託販売   27点　32,400円（手数料収入なし）

（２）新規・追加作成

新規作成

　玉川上水展図録　1,500冊

　林芙美子一筆箋　1,000部

　林芙美子メモ帳　  1,000部

追加作成

　芙美子ブックカバー　赤100部・青300部

　YAKUMO MEMO　1,000部

地域の歴史の記録

保存及び普及啓発
地域文化ネットワークの推進

（１）地域文化ネットワーク

①文化ネットワーク交流会 　1回　参加機関 34ヶ所

②四谷文化ネットワーク　連絡会1回　参加機関18ヶ所

③落合文化ネットワーク　　　情報交換、広報連携

④新宿文化ネットワーク　連絡会1回　参加機関20ヶ所

（２）新宿区内地域協働事業

①ワークショップ（2回）　60人　連携先：株式会社東京堂

②中野区立哲学堂公園との連携

　通年（～令和7年3月31日）で林芙美子記念館と中野区立歴史民俗

資料館・哲学堂公園でクイズラリーを実施。

地域の歴史の記録

保存及び普及啓発
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⑫四谷ディスカバリーキャンプ

　協力先：ホテルウイングインターナショナルプレミアム東京四谷

⑬四ツ谷駅・信濃町駅130周年記念写真展

　協力先：東日本旅客鉄道 四ツ谷駅・信濃町駅

⑭新宿駅140周年記念写真展

　協力先：東日本旅客鉄道　新宿駅

⑮戸山公園サービスセンター70周年事業

　協力先：都立戸山公園サービスセンター

⑯ギリシャ・レフカダ市との市民交流事業

　協力先：新宿区地域振興部多文化共生推進課

（４）ふれあいトーク　6件

地域の歴史の記録

保存及び普及啓発
地域文化ネットワークの推進

（３）地域への協力・支援

①染の小道

　協力先：染の小道実行委員会

②四谷地区協議会イベント（四谷大好きまつり）

　協力先：四谷地区協議会

③駅からハイキング

　協力先：東日本旅客鉄道 各駅

④広報紙「iとつか」地域の歴史欄寄稿

　協力先：戸塚地区協議会

⑤平和展

　協力先：新宿区総務部総務課

⑥神楽坂ストリート川柳

　協力先：神楽坂おかみさん会

⑦7新宿東口映画祭

　協力先：武蔵野興業株式会社

⑧研修会講師派遣

　協力先：下落合図書館

⑨中村屋新人研修（展示室解説）

　協力先：株式会社中村屋

⑩早大理工展協賛

　協力先：早大理工展連絡会

⑪早大クイズフェスティバル協賛
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  参考資料 １ 

新宿歴史博物館等文化・歴史施設の指定管理者の管理業務に係る事業評価に関する要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、新宿歴史博物館等文化・歴史施設の指定管理者が実施した管理業務に係る事

業を評価するにあたり、必要な事項を定めることを目的とする。 

（事業評価委員会の設置） 

第２条 区長は、指定管理者が行う新宿歴史博物館等文化・歴史施設の管理業務に関する評価(以下

「評価」という。)を行なうため、新宿歴史博物館等文化・歴史施設指定管理者事業評価委員会（以

下「委員会」という。）を設置する。 

２ 委員会は次の施設の評価を行うものとする。 

（1） 新宿歴史博物館 

（2） 林芙美子記念館 

（3） 佐伯祐三アトリエ記念館 

（4） 中村彝アトリエ記念館 

（5） 漱石山房記念館 

３ 委員会は年度ごとに設置し、前項の評価の終了をもって廃止する。 

（組織） 

第３条 委員会は、次に掲げる職にある者につき、区長が委嘱し、又は任命する委員６名をもって

組織する。 

 (1) 外部有識者 ４名 

(2) 内部委員 ２名 

２ 委員会に委員長を置き、委員長は内部委員の中から任命する。 

３ 委員長は、委員会を代表し会務を総理する。 

４ 委員長に事故あるときは、委員のうちから委員長があらかじめ指名した者がその職務を代理す

る。 

（委員の任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱した日又は任命した日から所定の評価業務が終了した日までとする。 

（委員会の開催） 

第５条 委員会は、委員長が招集し、委員長がその議長となる。 

２ 委員長は、過半数以上の委員の出席がなければ、委員会を開くことができない。 

３ 委員長は、必要に応じ、委員以外の者を委員会に出席させることができる。 

（評価の基準） 

第６条 評価は、次に掲げる項目について、別に定める評価の基準により行なうものとする。 

(1) 施設の管理業務に関すること 

(2) 施設の運営方法に関すること 

(3) 管理経費の収支状況に関すること 
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(4) その他委員会が必要と認める事項 

（評価方法） 

第７条 委員会は、前条の評価を次のとおり行う。 

(1) 指定管理者が提出した事業実施報告書による評価 

(2) 指定管理者に対するヒアリングによる評価 

（評価結果の決定） 

第８条 区長は、文化観光産業部文化観光課が取りまとめる委員会の評価を踏まえ、評価結果を決

定する。 

（評価対象） 

第９条 委員会が行う評価の対象は、当該年度の前年度に実施した管理業務とする。 

（委員会の庶務） 

第 10条 委員会の庶務は、文化観光産業部文化観光課が処理する。 

（補則） 

第 11条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に必要な事項は、別に定める。 

 

附 則 

この要綱は、平成２０年６月２６日から施行する。 

この要綱は、平成２３年６月３０日から施行する。 

この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。 

この要綱は、平成２６年４月１日から施行する。 

この要綱は、平成２８年４月 1日から施行する。 

この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

この要綱は、令和３年６月１日から施行する。 

この要綱は、令和４年６月１日から施行する。 
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参考資料 ２ 

新宿区立新宿歴史博物館等文化歴史施設の 

指定管理者の管理業務に係る事業評価委員会の開催実績 

 

１ 日 時 令和 7年 7月 30日(水) 午後 1時 30分から 5時まで 

２ 場 所 漱石山房記念館地下一階 講座室 

３ 出席者  

 (1) 評価委員  

宮瀧 交二 （大東文化大学文学部教授（博物館学）） 

   加藤 弘美 （税理士） 

   岩田 理加子（朗読の会「ふみのしおり」主宰） 

   夏山 勇  （榎町地区町会連合会早稲田町町会長） 

   内野 桂子 （区文化観光産業部産業振興課長） 

   徳永 創  （区教育委員会事務局教育調整課長） 

(2) 指定管理者 公益財団法人新宿未来創造財団 

  加賀美 秋彦 （事務局長） 

岡田 健一  （企画経営部長） 

  岡崎 保   （文化・芸術振興部長） 

  猿田 いづみ （地域歴史課長） 

守谷 賢一  （漱石山房記念館課長） 

  内藤 典子  （地域歴史課係長） 

  嘉山 澄   （漱石山房記念館課係長） 

  勝山 雄太  （スポーツ・マラソン部長）（区派遣） 

(3) 事務局 文化観光課 

  神崎 章   （文化観光課長） 

大塚 孝之  （文化資源係長） 

  山田 郁也  （文化資源係主任） 

  関口 アンナ （文化資源係主事） 

４ 会議内容 

(1) 開会あいさつ・委員紹介 

(2) 評価方法の説明 

(3) 新宿歴史博物館、林芙美子記念館、佐伯祐三アトリエ記念館、中村彝アトリエ記念館、漱石

山房記念館の指定管理者の評価について 

  ア 指定管理者事業説明 

  イ 事業説明に関する質疑応答 

  ウ 各委員による評価 

  エ 評価に基づく意見交換 
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